
Wanderlust Reference Card
(for version 2.15.9)

Wanderlust の起動

Wanderlustを起動する M-x wl

メッセージを作成 M-x wl-draft

Folder Mode

Wanderlustをやめる q

次 n

前 p

次の未読 N

前の未読 P

指定したフォルダに入る g

このフォルダに入る SPC

グループの開閉 SPC

アクセスグループの再スキャン C-u SPC

新規メッセージをチェック s

同期 S

プリフェッチ I

全て既読に c

エクスパイア e

メッセージの作成 w

メッセージの作成 (宛先を推測) W

アドレス帳の再読込 Z

ごみ箱を空に E

folder management

カット C-k

領域をカット C-w

貼り付け C-y

フォルダを加える m a

グループを加える m g

アクセスグループを加える m A

access group

非講読フォルダも表示 L

非講読フォルダを隠す l

講読をやめる u

講読をやめる (領域) U

Summary Mode

フォルダバッファに戻る q

指定したフォルダに入る g

次 n

前 p

次の未読 N

前の未読 P

先頭のメッセージ <

末尾のメッセージ >

直前に見たメッセージ TAB

メッセージを読む SPC

メッセージの再読込 C-u .

メッセージ表示のトグル v

メッセージを作成 w

メッセージを作成 (宛先を推測) W

返信 a

引用して返信 A

フォワード f

再編集 E

印刷 #

メッセージバッファへ j

アドレス帳の再読込 Z

mark command

処分マークを付ける d

削除マークを付ける D

リファイルマークを付ける o

コピーマークを付ける O

プリフェッチマークを付ける i

再送マークを付ける ~

重要マークを付ける $

標的マークを付ける *

全てのメッセージを標的にする m a

スレッドを標的にする m t

メッセージを選び出して標的に ?

標的の中からメッセージを選び出す m *

標的をリファイル m o

標的を削除 m d

標的を印刷 m #

標的の各々をパイプに流す m |

一時的マークのアクションを実行 x

prefix arguments for marking

標的に対して m

カーソル以降のスレッドに対して t

領域に対して r

sticky summary

サマリをスティッキーに M-s

指定したフォルダに入る G

次のサマリ C-c C-n

前のサマリ C-c C-p

サマリを破棄 C-u q

Message Mode

サマリバッファに戻る q

スクロールか次のパート SPC

スクロールか前のパート DEL

次のパート n

前のパート p

パートを再生 v

パートを取り出す e

パートを表示 C-c C-v C-c

パートを隠す C-c C-d C-c

MIME-Viewのヘルプ ?

Draft Mode

メッセージを引用 C-c C-y

テンプレートの挿入 C-c C-j

署名の挿入 C-c C-w

領域を省く C-c C-d

プレビュー C-c C-p

送信 C-c C-c

草稿を保存 C-c C-z

草稿を破棄 C-c C-k

他のドラフトへ C-c C-o

ファイルを添付 C-c C-x TAB

MIMEタグの挿入 C-c C-x t

メッセージを暗号化 C-c C-x e

メッセージに署名 C-c C-x s

MIME-Editのヘルプ C-c C-x ?
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Plugged Status

プラグ状態のトグル (全体) M-t

プラグドモードへの入退出 C-t

プラグ状態のトグル (個別) SPC

Address Book Management

アドレスマネージャの起動 C-c C-a

アドレスマネージャの終了 q

To: に指定 t

Cc: に指定 c

Bcc: に指定 b

宛先の指定を解除 u

指定に沿ってメッセージを作成 x

新規登録 a

編集 e

削除 d
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